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バンガ総裁の海外出張 

ペルー・ジャマイカ（6/11-15） 

バンガ総裁は、就任後初の海外出張で、ワシントンに本部を置く米州開発銀行（IDB）
のゴールドファイン総裁（元ブラジル中央銀行総裁）を伴い、ペルー・ジャマイカ２

か国を訪れました。出張に先立ち、バンガ総裁は、「各国が直

面する課題は様々である。世界銀行グループは全ての国に手を

差し伸べる必要があり、新たな戦略が求められている。我々

は、そのための道を歩み始めようとしている」と述べました。 

「新たな国際的開発資金取り決めのための首脳会合」＠パリ（6/22-23） 

バンガ総裁は、自然災害にさられる途上国への支援充実のた

め、災害発生時の元利払い猶予、災害に備えた早期警戒システ

ムの普及、災害保険の普及促進など総合的な対応策（ツールキ

ット）を発表しました。また、新興国向け民間投資促進の観点

から、Mark Carney（国連気候変動特使・元英中銀総裁）・Shriti Vadera（英プルーデ

ンシャル会長）共同議長による Private Sector Investment Lab 設置も公表しました。 

ウクライナ復興会議＠ロンドン（6/21-22） 

ウクライナ復興会議＠ロンドンにおいて、世界銀行・EBRD（欧州復興開発銀行）・EIB
（欧州投資銀行）の 3 機関は、同国政府の能力構築で協力を図ることとし、当面、復

興・インフラ開発庁に焦点を当てることで合意しました。同会議の席上、Bjerde 専務

理事は、世界銀行の支援額が 300 億ドル近くに達していること、戦乱にも拘わらず政

府機能が維持（年金の支払率は 9 割超）されていること、一方、企業部門での雇用

減・給与水準低下や、オンライン授業が続く学校教育の課題などを指摘しました。 

こうした中、俣野長官が率いる MIGA は、ウクライナ向け戦時保

険の充実を図るため米 DFC（国際開発金融公社）との協力を進め

ることに合意しました。また。英国政府は、民間投資促進のた

め、MIGA 向け最大 20 百万ポンド（約 37 億円）の拠出を表明し

ました（※日本政府は 23 百万ドルの拠出を表明済）。 
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ワークショップ「ウクライナ復興そして未来を考える」（6/30） 
上智大学・慶應義塾大学・東北大学共催連続ワークショップ「ウクライナ復興そして

未来を考える」第 1 回の開催に当たり、世界銀行東京事務

所は、外務省・経団連・JICA・EBRD・ジャパンプラットフ

ォームと共に参加しました。本ワークショップでは、逢沢

一郎先生（世界銀行国会議員連盟顧問）のご参加も得て、

ウクライナ復興を巡り活発な議論が行われました。 

ザンビア向け債務救済合意に係る世界銀行グループ声明（6/22） 
ザンビア向けの債務救済措置について大筋合意が得られたことを受

け、バンガ総裁は、「本日の合意とその完全な実施により、民間投資

に弾みが付き、成長の回復、雇用創出の加速につながるだろう」との

コメントを発表しました。IDA（国際開発協会：最貧国向け基金）第

20次増資合意の下、ザンビア向け支援は、返済義務のない無償支援の

形で供与されます。 

東京防災ハブ：スリランカ政府職員向け視察・研修（5/29～6/9） 
世界銀行は、スリランカにおける防潮堰建設を支援していま

す。こうした中、東京防災ハブでは、スリランカ政府で水利施

設の設計・運転改善に取り組む灌漑省職員を招聘し、掃流砂を

用いた水理実験の理論・実践に関する研修や、洪水対策施設の

視察をアレンジしました。 

世界銀行グループの改革へのご意見を募集しています（7/31 まで） 
世界銀行グループの改革（World Bank Group Evolution）について、ご意

見をお寄せ下さい。右記 QR コードより、これまでの経緯や本年 4 月の開

発委員会に提出された文書などをご確認頂けます。 

東京事務所職員紹介 
村上信也：情報技術専門官 

2013 年入行。東京事務所における IT サポートと IT サービス運用を

担当。世界銀行入行以前は、NGO（アンゴラ共和国）、外資系 IT 企

業、青年海外協力隊（ミクロネシア連邦ヤップ島）、JICA ジュニア

専門員／技術協力専門家（フィジー）などで様々な IT 関連業務に従

事。中央大学法学部卒、ロンドン・スクール・オブ・エコノミクス（LSE）にて情報シ

ステム管理学修士。公認情報システム監査人（CISA）、公認情報セキュリティマネー

ジャー（CISM）、プロジェクトマネジメント・プロフェッショナル（PMP）、情報処

理安全確保支援士。   


